


図2　暖房時の体温変化（60分後）の比較

出典／早稲田大学エコウィン性能評価書
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「真夏も真冬も室内は春の心地よさ」　次世代輻射式冷暖房システム　
介護老人保健施設  葵の園・武蔵小杉（本誌P.126）にてECOWIN（エコウィン）を採用／株式会社 エコファクトリー

地球の温暖化が深刻化するなか、同社は「建

築を通して環境に貢献したい」という強い信

念のもと、地球環境に配慮した輻射式冷暖

房装置の開発、製造、販売を行っている。

2007年に発売したハイブリッドサーモシステ

ム エコウィンは、同社独自開発による、輻射

式（放射式）冷暖房システムであり、地球に

も人にもやさしい次世代型の空調システムと

して注目され、国土交通大臣賞や経済産業大

臣ものづくり日本大賞などを受賞している。

その仕組みは、アルミ製熱交換器・ハイブリ

ッドサーモエレメントに冷水や温水を通すこと

で放射、吸熱される遠赤外線によって、空間

を暖めたり冷やしたりするものである（図1）。

その特徴は、強制対流方式のエアコンのよう

な局部的な寒暖の差を生じないため、人体・

モノ・床・壁・天井に直接的に作用し、体感温

度として快適性を得ることができ、ヒートショ

ックを制御する（図2）。また、従来の空調と

比較しても約3割の省エネ効果があり、CO2

を削減し、地球温暖化防止に貢献できる。

無動力のため、エアコン等のモーターノイズ

や、風もなく無風であるため風切り音がなく、

質の高い静寂性を得られる。そのため、ホ

ームシアターやオーディオルーム、スタジオ

や図書館、体育館やコンサートホールなど静

音、無風を要求される環境に適している。

無風で埃を巻きあげないため、新鮮な空気

に満たされたクリーンな空間を実現し、アレ

ルギーや空気感染のリスクを軽減できる。体

育館、保育園、老人ホーム、病院やクリー

ンルームなど医療施設にも最適で、「葵の園・

武蔵小杉」（設計：奥野設計、施工：大林組）

でも採用された（写真1）。当建物は、大型

高齢者福祉施設（RC造　地上4階）で、エコ

ウィンの特徴である遠赤外線放射による快適

性、気流を起こさないため、空気感染を軽

減できる健康性、結露を直接触れない衛生

面が認められ、採用されることとなった。

また、人の居るところを快適に冷暖房する局

所冷暖房に効果的で、上下の温度むらが少

ないため、吹抜け空間、アトリウム空間など

大空間にも適している。小規模空間から大

規模空間まで対応でき、空間の規模に左右

されない空調システムである。

2012年、従来の快適性と機能性を進化させ、

意匠性を高めたエコウィンオーナメントを発

売。エコウィンオーナメントに内蔵される発

熱体素子「サーモエレメントパネル」は、遠

赤外線放射率93％を達成し、高い冷暖房能

力、軽量、腐食しないという特性を持った冷

暖房パネルであり、機能性と快適性を向上さ

せている。また、サーモエレメントパネルを

覆うデザインパネルの色や装飾のバリエーシ

ョンが増えた。なかでも装飾を施した「オー

ナメントパネル」（図3）は、オーダーが可能

で、インテリアの雰囲気に合わせることがで

き、設計者やデザイナーなどの意匠性に対

するニーズに応えることができる。

地球環境や人に対する想いが生んだこの次

世代の輻射式冷暖房システムは、日本のみ

ならず海外でも採用され始めている。同社

のこれからの展開に注目したい。

図1　エコウィン輻射空間のイメージ
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地球温暖化の要因と

して、我々人類のエ

ネルギー消費による

CO2の排出が上げら

れます。

私たち、エコファクト

リーは空調エネルギ

ーの消費削減を目指

し、ハイブリッドサー

モシステム「エコウィン」を開発。エネルギー効

率が高いとされる「輻射」による熱移動の原理

に着目し、製品化を実現しました。

本製品は、生活エネルギー消費の中で、約30

％を占める冷暖房エネルギーの大幅な削減を

可能にし、さらに空調エネルギー消費のピーク

を抑える特徴から、エネルギー需給の効率化を

具現化しました。

独自開発の革新的な輻射冷暖房技術をもって、

エネルギー消費を大幅に削減することが我々の

使命であり、本事業を強靭に推進し、現代社会

が抱えるエネルギー問題に貢献して参ります。

私たちには、かけがえのないこの豊かな地球環

境を、子どもたちの世代に残す責任があります。

当社は、ハイブリッドサーモシステム「エコウィ

ン」の普及をさらに拡大し、スビードとパワーを

持って、地球温暖化抑制に貢献してまいります。

暖房

冷房

室内

輻射

図3　装飾「オーナメントパネル」の事例

株式会社 エコファクトリー 

代表取締役社長　村上尊宣氏

高性能エアコンの場合

エコウィンの場合

写真1　「葵の園・武蔵小杉」

で採用されたエコウィン
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奥野設計  福祉施設近作 3題

　　水野介護老人保健施設

　　東京清風園

　　介護老人保健施設　葵の園 ・ 武蔵小杉

奥野設計の高齢者施設に対する取り組み

私たち奥野設計は、意匠設計に加え、構造設計、設備設計の各専門部

門を擁する総合設計事務所として、また創設60年を超える歴史におい

て、さまざまな用途の設計実績を積んできました。なかでも福祉・医療

施設においては100施設以上の実績をもち、特に特別養護老人ホーム

や老人保健施設等の高齢者施設に対しては、常に新たなニーズや制度

の動向も見据えて研鑽に努めてまいりました。新型特養の制度化の折り

も、先駆けてユニット化の手法を導入した計画にも取り組んできました。

これらの建築は、だれもが地域のなかで安心して生活することのできる

社会の実現への一翼を担うものです。そこでは、利用者一人ひとりの意

志が尊重された“生活”が展開されなければなりません。また一方では、

健全な事業運営によってこそよりよいサービスが提供されるとも言えまし

ょう。その具体化という意味において、建築の果たす役割も大きいと認

識し、建築設計という仕事を進めさせて頂いています。

設計にあたっては、従来の“施設”という概念にとらわれず、利用者がい

きいきと普通に過ごせる環境を求めながら、一方、常に事業性を視野に

入れた計画がなされなければならないと私たちは考えています。さらに

は、地域の拠点施設とも言えるこれらの建築を設計することは、まさに

地域における環境づくりであるとの視点に立って、今後も地域や社会に

資する建築創造をめざしていきたいと思います。

施設ではなく“住まい”の感覚で

特別養護老人ホームはもちろん、老人保健施設であっても、「住まい」「長

期滞在型ホテル」を意識し、施設くささを払拭し、潤いのある生活空間

に配慮した素材の選択とデザインに心がけています。また輻射冷暖房や

湿度制御による室温調整方式（デシカント空調）の採用など高齢者にやさ

しい室内環境づくりを提案しています。

事業性を考慮した計画

収支を考慮に入れた事業予算の組み立てと適切な規模設定、効率よい

職員配置を生む平面計画、ライフサイクルコスト検討を反映した設備計

画など、コストバランスを考えた上での計画を提案しています。

社会資産として、あるいは地域拠点施設として

まさに福祉・医療の地域拠点として、直接の施設利用者のみならず、地

域に開かれた計画への視点をもって計画にあたっています。地域のラン

ドマークとなるようなデザイやと地域に解放できる空間など、事業性と併

せて提案させていただいています。また、長寿命、環境配慮も視野に

入れたサスティナブルデザインのもと、建築自体を社会資産ストックとし

てとらえて計画にあたっています。　　　　　　　（山崎貞信／奥野設計）
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AOINOSONO MUSASHIKOSUGI

OKUNO SEKKEI

介護老人保健施設  葵の園・武蔵小杉
川崎市中原区

設計・監理／奥野設計

施工／大林組・コンϑΥーϜ 共同企業体

■設計主旨■

計画地川崎市中原区ͷ閑静ͳ住宅街ͷ中

ʹあΓɺ中原区Ͱ初Ίͯͷ老健施設ͱͳΔɻ

全国Ͱ介護施設を運営しͯいΔ法人ͷ経験ͱ

弊社ͷ福祉施設設計ͷϊウϋウを持ͪ寄ͬͯ

新基準ͱͳΔ老健施設ͷ計画を行ͬͨɻ

施設ͷΞϓϩーνͱしͯ北側ͷ6m道路

をϝΠンΞϓϩーνͱしɺ敷地内ʹ車寄せを

確保しͨɻ西側ʹ従業員専用ͷΤンτϥン

εを計画しͯいΔɻ

L字型ͷ敷地形状ʹ対しͯɺ平面κーンを東

ΤϦΞɺ西ΤϦΞɺ南ΤϦΞɺ北ΤϦΞͱ4

ͭʹΤϦΞ分͚しɺ東・西・北ΤϦΞを南ΤϦ

ΞͷύϒϦοΫεϖーεͰ機能的ʹ繋͛ͨ構

成を配置͓Αび平面計画ͷ基本ͱすΔɻ

各階平面構成・ゾーニング

1階ͷΤϦΞ構成ɺ北ΤϦΞʹϝΠンΤンτ

ϥンεɺΤϨϕーλーϗーϧɺ受付・事務室

ͳͲを配置しɺ迎え入Εͷ空間ͱしͯ位置ͮ

͚ͯいΔɻΤンτϥンε空間法人施設ͷ顔

ͱしͯϗεϐλϦςΟ溢ΕΔϗςϧϥΠΫͳΠ

ンςϦΞͱしͯいΔɻ

南ΤϦΞ2層吹抜͚ͷ通所ϦϋϏϦͰあΔɻ

南ΤϦΞを介しͯ連続すΔ東ΤϦΞʹ通所

ϦϋϏϦ用ͷ入浴サーϏεɺͦͷ他を来客用

駐車場ͱしͯいΔɻ西ΤϦΞ管理諸室Ͱ構

成しɺͦͷ一部職員用駐車場ͱしͯいΔɻ

2・3・4階ͷΤϦΞ構成ɺ東・西・北ΤϦΞ

をͦΕͧΕ療養室ͷ配置構成ͱしɺ北ΤϦΞ

ͷサーϏεεςーγョン͔Β夜勤ͷ見守Γ体

制を考慮しͨ計画ͱしͨɻ居室外向͖ͱしɺ

食堂南側ʹ面しͯいΔɻ

各ϑϩΞͷ中心ʹあͨΔ南ΤϦΞʹ多目的ʹ

利用Ͱ͖ΔϨΫϦΤーγョンϧーϜɺ機能訓練

室を設͚ɺ利用者交互ͷ交流ͷ場ͱしͯ計画

しͯいΔɻ·ͨɺ西ΤϦΞʹ機械入浴ͷͰ͖

Δ介助を考慮しͨ広い浴室を配置しͯいΔɻ

生活環境に配慮した空間

施設計画ʹあͨΓ利用者ͷ生活環境ʹ配慮

しͨ計画ͱしͨɻ外壁外断熱工法を採用しɺ

開口部二重サογͱしͨɻόϧコχーʹ

日射負荷減ͷͨΊͷ縦型木調ϧーόーを

設置しͨɻ

利用者ͷ生活空間ʹ輻射式冷暖房ύωϧ

をɺ空調効率ͱ死角を考慮しͯ設置しͨɻ療

養室ʢ4床室ʣͷ間仕切Γʹ輻射式冷暖房

ύωϧを採用しͨɻ

外観　地域と調和する独自の表情をもつ

地域ʹ開͔Εͨ施設ͷ顔ͱしͯPC大庇を特

徴的ʹしͳ͕Βɺ奥行͖感を持ͨせͨ壁面を

街並Έͷεέーϧʹ合わせͯ分節しͯ構成す

Δ͜ͱͰɺ周辺環境ʹ調和させͳ͕Βɺ印

象的ͳ景観を創Γ出しͯいΔɻ地域環境ͷ向

上ͱͱʹɺ施設ͷ運営面ʹ͓いͯ寄与す

くɺ街並Έʹ溶͚込Ή建築を目指しͨɻ

ɹɹɹɹɹɹɹɹʢ上原 聡／奥野設計ʣ

ϝΠンϑΝサーυ
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2階廊下ΑΓ1階通所ϦϋϏϦを見下Ζす
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■構造計画■

地上4階・耐震壁付͖強度指向型ϥーϝン架

構Ͱɺ柱ɺ梁RC造ͱし一部鉄骨柱を採用

しͨɻ

本建物ɺ平面的ʹL型形状ͷ立面的ʹ

整形ͳ形状ͷ建物ͰあΔɻ

コͷ字ʹ配置さΕͨ居室やEV室ɺ階段室ɺ

浴室廻Γ等ʹ耐震壁や壁を平面的・立面的ʹ

όϥンε良く配置しɺ地震力ʹ抵抗すΔ耐震

コΞを構成しͯいΔɻ

食堂κーンͷ床版ɺ厚Έや比較的大͖ͳ

床版ʹ対応可能ͳϘΠυεϥϒʢ中空εϥϒʣ

を採用すΔ͜ͱͰɺ設備配管ͳͲͷ更新やϝ

ンςφンεͷ容易さʹ配慮しɺ天井懐ʹ設備

εϖーεを確保すΔͨΊʹ一般部ʹ小梁を

設͚ͳい計画ͱしɺ床剛性͓Αび遮音性͚ͩ

Ͱͳく設備面ʹ͓いͯ対応しやすい計画ͱ

しͨɻ

1階ͷ通所ϦϋϏϦςーγョンɺ2階・3階・4

階ͷ食堂ɺϨΫϨーγョンϧーϜɺ機能訓練

ΤϦΞʹͭいͯɺ柱ʹ長期鉛直荷重ͷΈを

負担すΔ鉄骨柱を採用すΔ͜ͱͰ柱ͷ断面サ

Πζを小さくしɺϑϨΩγϏϦςΟͷあΔ空

間を実現しͨɻɹɹɹɹɹʢ根岸大希／奥野設計ʣ

上／4階機能訓練コーφーɹ下／3階食堂東側ϑΝサーυ

1階平面図ɹ縮尺1/800

2階平面図 共同住宅
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2階機能訓練コーφー

1階Τンτϥンεϗーϧ
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介護老人保健施設  葵の園・武蔵小杉　データ

所在地 川崎市中原区今井西町111-1

主要用途 病院ʢ介護老人保健施設ʣ

建築主 医療法人社団 葵会

設計・監理 奥野設計

担当／総括：山崎貞信ɹ統括：輿水昭裕

建築：上原 聡ɺ加茂川智哉ɹ

構造：浦 映二ɺ吉牟田靖也ɺ根岸大希

設備：関本恵一ɺ江崎忠行ɹ監理：畠山信夫

施工 大林組・コンϑΥーϜ 共同企業体

  担当／田坂清隆ɺ四宮浩詞

設計期間 2011年5月～2012年1月

工事期間 2012年2月～2013年2月

［建築概要］

敷地面積 3,213.24㎡

建築面積 1,765.21㎡

延床面積 6,637.35㎡

建ぺい率 54.87％ʢ許容60％ʣ

容積率  192.66％ʢ許容200％ʣ

構造規模 RC造ɹ地上4階

最高高さ 13.9m

軒高   13.5m

階高   1階：3.61ｍɹ2～4階：3.26ｍ

天井高さ 2.35ｍ～2.8ｍ

主なスパン 6ｍ×5.8ｍ

道路幅員 北側：5.93ｍ

駐車台数 21台

地域地区 第二種中高層住居専用地域ɺ一部第一種住居

地域

［設備概要］

電気設備 受電方式／高圧ɹ変圧器容量／800kVAɹ予

備電源／非常用発電機

空調設備 空調方式／σγΧンτ空調＋輻射ύωϧɺ一

部EHPɹ熱源／空冷νϥー

衛生設備 給水／受水槽＋加圧給水ɹ給湯／Ψε湯沸器

ʢ厨房ɺ浴室他ʣɺ電気温水器ʢ流しɺ洗面他ʣɹ排水／屋内

合流ɺ屋外合流式

防災設備 消火／εϓϦンΫϥーʢ湿式ʣɺ消火栓ɺ消火器ɺ

ϑーυ消火ɹ排煙／自然排煙

昇降機 寝台用11名ʢ750㎏ʣ×1基ɺ15人ʢ1,000㎏ʣ

×1基ɺ小荷物専用×1基

［主な外部仕上げ］

屋根 コンΫϦーτ下地＋RBϘーυt50＋ΞεϑΝϧτ

防水ʢPXｰ935Rʣ＋押えコンΫϦーτt80

外壁 透湿外断熱γεςϜɺ一部天然御影石ɺ一部Ϙーμ

ーλΠϧɺ一部吹付λΠϧ

外構 天然御影石一部ΞεϑΝϧτ舗装

建具 SUS引͖分͚自動υΞ

［主な内部仕上げ］

療養室ɹ床／長尺塩Ϗγーτt2.8ɹ壁／不燃壁紙ʢεー

ύー強化ʣ＋不燃化粧ύωϧɹ天井／不燃壁紙

廊下ɹ床／塩ϏλΠϧɹ壁／不燃壁紙＋不燃化粧ύωϧ

天井／不燃壁紙一部塗装

エントランスホール　床／天然大理石ɹ壁／不燃化粧γ

ーτɹ天井／塗装

撮影／近代建築社ʢ根本健太郎ʣ

P.130右中ɺ右下撮影／㈱ΤεΤε東京

■設備計画■

介護施設Ͱ生活ʹ必要ͳ要素ͱし ʮͯϥΠ

ϑϥΠンʯͷ確保͕大切ͰあΔɻϥΠϑϥΠ

ンͱしͯɺ給水設備Ͱɺ夏ͱ冬ͷ給水使用

量͕変わΔͨΊɺ受水槽水量ͷ切Γ替え͕Ͱ

͖ΔΑうɺ圧力ηンサーを設͚ɺ適切ͳ貯水

量確保を行うͱ同時ʹɺ近年震災以降ͷ防

災用水源ͱしͯ利用Ͱ͖ΔΑうʹ計画を行ͬ

ͨɻ給湯方式Ͱɺ個別設置型業務用給湯

器を設置しɺ故障時ͷ危険分散を行うͱ同時

ʹ改修時ͷΠχγϟϧコετ減を考慮しͨɻ

空調方式Ͱ厨房ͱελοϑϧーϜʹϏϧ

用ϚϧνΤΞコンを計画しɺ入所者ͷ活動ε

ϖーεͰあΔ居室等ʹ輻射式冷暖房を設

置しͨɻ輻射式冷暖房設備ɺ一般空調ͱ

異ͳΓ対流空調ʹ比室内ͷ温度ΉΒ͕少

ͳくɺ室内温度͕΄΅一定ͱͳΔɺ理想的ͳ

空調空間をͭくΓ出すɻ空調κーχンάͱし

ͯɺ時間差ʹ生·ΕΔ外部負荷を考慮しϑ

ϩΞーあͨΓ3ϒϩοΫͷ制御͕Ͱ͖Δ計画

ͱしͨɻ

輻射式冷暖房用熱源ͱしͯɺ連結型νϥ

ーを設置しɺ負荷変動ʹΑΓ台数制御͕Ͱ͖

ΔΑう計画しͨɻ

外気負荷ͷ処理ͱしͯσγΧンτʢ調湿ʣ空調

を屋上ʹ設置しͨɻ夏除湿を行い冬加

湿を行うͱͱʹɺ新鮮空気建物内部ʹ押

し込·Ε建物全体広͕ͬͯ行くΑう計画し

ͨɻ排気τΠϨや浴室͔Β行わΕΔɻ調湿

σγΧンτγεςϜ室内を陽圧ʹすΔγε

ςϜͱͳͬͯいΔͨΊɺ余剰空気廊下ʹ設

͚ͨ差圧μンύーʹͯ排気さΕΔɻ·ͨɺ夜

間時ͷ運転ͱしͯΠンόーλー制御を行いɺ

ϥンχンάコετͷ減ͷ工夫行う計画ͱ

しͨɻɹɹɹɹɹɹɹɹɹʢ関本恵一／奥野設計ʣ

上／療養室ʢ個室ʣɹ中／療養室ʢ2床室ʣɹ下／浴室北面夕景

υ Ξ Τ ン δ ン φ ϒ ς ε コ

自 動 υ Ξ 工 事 神 奈 川 φ ϒ コ

ε ν ー ϧ 製 建 具 工 事 三 和 γ Ϡολ ー 工 業

昇 降 機 設 備 工 事 東 芝 Τ Ϩ ϕ ー λ

湿 式 外 断 熱 工 事 綿 半 鋼 機

石 工 事 λ Χ λ

内 装 大 判 λ Π ϧ Χ ー ϧ ε ύ ー Ϝ

内 装 大 判 λ Π ϧ 工 事 八 木 惣

防 水 工 事 A ．B M ϛ π Ψ γ

放 射 式 冷 暖 房 ύ ω ϧ Τ コ ϑ Ν Ϋ τ Ϧ ー

Ϗ χ ϧ 床 λ Π ϧ 他 λ δ Ϛ

家 具 工 事 Ϟ Ϗ ー Ϧ Ξ

発 電 機 ・ G H P ϠンϚーΤωϧΪーγεςϜ

入 退 室 管 理 γ ε ς Ϝ 日 本 電 子 工 業

植 栽 工 事 高倉園άϦーンηンλー

協力会社


